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市税や各保険料は、納期内に納めましょう。
納付についての問い合わせは、税務課　収納管理班（大原庁舎１階）へ　☎６２－１２９４
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大原庁舎（２階）総務課　総務班
　行政協力員の皆さんは、地域の要望や意見の取りまとめなど
市政と地域を結ぶパイプ役としてご協力いただきます。（敬称略）

平成28年度  行政協力員の紹介
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軽自動車税の納期は５月３１日（火）です。　問合せ先：税務課　収納管理班　☎６２－１２９４、課税
内容については税務課　資産税班　☎６２－１１１６

　３月２６日、２７日に愛知県春日井市において、
第２５回全国高等学校剣道選抜大会が開催され、
白鳥湧也さん（岬町椎木出身）が、東海大学附属

浦安高等学校の大
将として出場、惜
しくも決勝戦で敗
れてしまいました
が チ ー ム は 準 優
勝、白鳥さんは優
秀選手賞に選出さ
れました。
　白鳥さんは「怪
我に悩まされまし
たが、ここまで来
ました。夏は日本
一を取りに行きま
す。」と意気込みを
語ってくれました。

　いすみ市消防団副団長 岩瀬正浩 氏（仲
町）、副団長 小後貫　哲 氏（岬町東中滝）、
副団長 露﨑信夫 氏（岬町榎沢）、分団長 
岩瀬和浩 氏（根方）の４名は、消防団勤
続２５年以上の永きに渡り消防の発展に務
め、その成績が他の模範であると認められ
たため、平成２７年度消防庁長官永年勤続
功労章を受章されました。

◆青少年相談員感謝状受賞者　
　千葉県知事感謝状　　　　　　
　　矢代太佳男　氏　　 田中栄一　氏
　千葉県環境生活部長感謝状　
　　嶺島英寿　氏　　朽方一郎　氏　　関　秀典　氏
　　髙師昇次　氏　　神山芳久　氏　　井上智和　氏
　　山口禎晴　氏　　宮野理行　氏　　田中慶一郎　氏
　　峯嶌義和　氏　　金杉俊道　氏　　小高正彦　氏
　　森田　仁　氏　　大堀浩二　氏　　小髙利之　氏 感謝状贈呈式に出席した方々

全国高校剣道選抜大会で準優勝

おめでとうございます　― 消防庁長官永年勤続功労章受章 ―

左から　露﨑信夫 氏、小後貫 哲 氏、岩瀬正浩 氏、岩瀬和浩 氏

千葉県青少年相談員に感謝状が贈呈されました
　長年にわたり、いすみ市の青少年健全育成のためにご尽力いただいた青少年相談員の退任に伴い、４月９日、
岬公民館で感謝状の贈呈式が執り行われました。これは、青少年相談員活動で顕著な功績を残された方やその
任を全うされた方に、千葉県知事及び環境生活部長から感謝状の贈呈されるものです。式当日は、いすみ市副
市長から感謝状が贈られました。

　第３８回全国 JOC ジュニアオリンピックカップ春季
水泳競技大会が３月２７～３０日に東京辰巳国際水泳
場で開催され、ジャパンスイミングスクール大原所属
の川名龍心さん（大原中２年）が１００ｍバタフライ

（１３～１４歳区分）に、養日聖さん（大原小６年）が
５０ｍ・１００ｍ背泳ぎ・２００ｍ個人メドレー（１１
～１２歳区分）に、畑遥花さん（大原小４年）が５０
ｍ自由形・２００ｍ個人メドレー（１０歳以下区分）
に出場し、それぞれ好成績を収めました。

水泳全国大会に出場

左から　養日聖さん　畑遥花さん　川名龍心さん
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納付については、便利な口座振替をご利用ください。
納付についての問い合わせは、税務課　収納管理班（大原庁舎１階）へ　☎６２－１２９４　

太東小学校へ　　岩井義視　様　　図書　１６冊（１０月）
　　　　　　　　清水敏弘　様　　ノート型パソコン　１台（１０月）
市内小中学校へ　群峰工業株式会社　様　　図書　１４冊（２月）
　　　　　　　　山和証券㈱　特別顧問　山口　茂　様　　図書　２８０冊（１月・３月）

年金生活者等支援臨時福祉給付金の受給申請について
　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵がおよびにくい低所得の高齢者を支援し、 平成２８年
前半の個人消費の下支えになるように実施します。

対 象 者 平成２７年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、平成２８年度中に６５歳以上となる者
（昭和２７年４月１日以前に生まれた者）。
ただし、受給申請書類に基づき審査を行いますので、不支給となることがあります。

支 給 額 １人につき３０，０００円

申 請 期 間 ５月２日（月）～　８月５日（金）（土・日・祝日を除く８時３０分～１７時１５分）

提 出 書 類 給付金申請書、運転免許証等の本人確認書類の写し、振込先口座が分かる書類の写し

申請・問合せ先 大原庁舎（１階）福祉課　臨時福祉給付金担当　☎６３－００３３
夷隅庁舎　地域市民班　☎８６－２１１２
岬庁舎　　地域市民班　☎８７－２１１３
◎間違い電話の無いよう、電話番号を確認してからお問合せください。

※・受給対象者と見込まれる方には、４月下旬に申請書類等を郵送します。
　・原則として申請期間外の申請は受け付けられません。
　・給付金の受取方法は原則として申請書に記載した指定口座への入金となります。

学校教育振興の寄附  ありがとうございました
（平成２７年１０月～平成２８年３月受付分）

　岬中学校では、生徒会を中心に、交通事故防止や犯罪防
止のメッセージを添えた絵手紙を作成し、地域の高齢者へ
手渡すとともに、絵手紙を使った防犯ポスターを金融機関
や商店に提示しました。その活動が高齢者の社会問題に着
目し、高齢者への犯罪・事故防止の啓発活動として高く評
価され、いすみ警察署長から岬中学校生徒会に感謝状が授
与されました。
　生徒会副会長の細谷風太さんは「この絵手紙の企画は、
地域のみなさんに恩返しをすることが目的でした。この活
動を通して、地域との結びつきを強めることができたと感

じています。『つながる』ことの大切さを改めて学びました。来年度は、さらに工夫してより効果の期待で
きる取り組みを目指したいと思います。」と抱負を語っていました。

いすみ警察署長から感謝状を授与されました

　「夷隅公民館図書室を利用される皆さんのために役立て
て欲しい」という、故・峯島千代子様（苅谷）のご遺志
を継いだご親族の方からのご寄附により、旅行ガイドブッ
クや料理、健康に関する本、評価の高い絵本や児童書など、
たくさんの本を購入させていただきました。
　峯島様の温かいお気持ちが届くよう、峯島文庫コーナー
を設置しましたので、多くの皆様のご利用をお待ちして
います。

善意の寄附ありがとうございました
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　いすみ市では「いすみ市ふるさと応援寄附金」（ふるさと納税）制度により、みなさんにご寄附を募集してお
ります。平成27年度は、6,196件で136,539,009円のご寄附をいただきました。
　ご寄附をいただいた皆様には、厚く御礼申し上げます。
　なお、お寄せいただいた寄附金については、寄附者の指定された使途の地域づくり事業に役立たせていただ
きました。

事　業　の　種　類 件　数 寄　附　金　額

1 活力があふれ豊かに生活できるまちづくり事業 970 20,170,000円

2 健康で安心とやさしさを実感できる住みよいまちづくり事業 781 24,865,000円

3 輝くいすみっ子と多彩な文化を育むまちづくり事業 1,094 22,425,000円

4 豊かな自然と生活が共存するまちづくり事業 1,425 28,434,509円

5 交流とくらしを支える生活基盤の充実したまちづくり事業 150 3,404,500円

6 市民と行政が連携・協働するまちづくり事業 79 1,050,000円

7 その他目的達成のために市長が必要と認めた事業 1,697 36,190,000円

合　　　　　　計 6,196 136,539,009円

事　業　の　種　類 寄　附　金　額

1 活力があふれ豊かに生活できるまちづくり事業 20,810,000円

2 健康で安心とやさしさを実感できる住みよいまちづくり事業 38,575,000円

3 輝くいすみっ子と多彩な文化を育むまちづくり事業 24,945,000円

4 豊かな自然と生活が共存するまちづくり事業 26,814,000円

5 交流とくらしを支える生活基盤の充実したまちづくり事業 3,130,000円

6 市民と行政が連携・協働するまちづくり事業 1,010,000円

7 その他目的達成のために市長が必要と認めた事業 390,000円

○平成 27 年分いすみ市ふるさと応援寄附金充当事業内訳

※前年度からの繰越や、予算化の時期の関係から、平成27年度の寄附金総額とは一致しません。

ふるさと納税ありがとうございます
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　自動車税の納期限は５月３１日（火）です。５月上旬に自動車税事務
所から納税通知書が送付されますので、最寄りの金融機関やコンビニエ
ンスストアなどで納期限までに納めましょう。
　なお、納期限まではインターネットを利用したクレジットカードでの
納付が可能です。詳しくは納税通知書に同封のしおりをご覧ください。

問合せ先　自　動　車　税　事　務　所　 ☎０４３－２４３－２７２１
　　　　　茂　原　県　税　事　務　所　 ☎０４７５－２２－１７２１
　　　　　茂原県税事務所大多喜支所　☎８２－２２１４　　

大原庁舎税務課に夜間・休日納税相談窓口を開設しています。
【開設場所】　いすみ市役所大原庁舎（１階）税務課
【開  設  日】　●夜間相談窓口「毎週木曜日」（祝日等の閉庁日を除く）１９時３０分まで
　　　　　　　５月１２日、１９日、２６日
　　　　　　●休日相談窓口　「第２日曜日」８時３０分から１２時まで
　　　　　　　５月８日

【取扱業務】　納税相談及び市税（※）のみの収納
　　　　　　（※）市県民税、固定資産税、軽自動車税、法人市民税、国民健康保険税、介護保険料、
　　　　　　　　  後期高齢者医療保険料
問合せ先　大原庁舎（１階）　税務課　収納管理班　☎６２－１２９４

●●●●●●●●●●●●●●●●●市 税 の 夜 間 ・ 休 日 納 税 相 談 窓 口 を 開 設

納期 納期限 市・県民税 固定資産税 軽自動車税

国民健康保険税
介護保険料（普通徴収）

後期高齢者医療
保険料（普通徴収）

4 月 5 月 2 日 1　期
5 月 5 月 31 日 全　期
6 月 6 月 30 日 1　期
7 月 8 月 1 日 2　期 1　期
8 月 8 月 31 日 2　期 2　期
9 月 9 月 30 日 3　期

10 月 10 月 31 日 3　期 4　期
11 月 11 月 30 日 5　期
12 月 12 月 26 日 3　期 6　期
1 月 1 月 31 日 4　期 7　期
2 月 2 月 28 日 4　期 8　期

◆納期限内納付にご協力をお願いします。平成28年度市税等の納期

自動車税は納期限までに納めましょう
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　本校は、平成２７年度から３年間、国吉地区社会福祉協議会、国
吉中学校とともに、千葉県福祉教育推進校の指定を受けています。
国吉地域の福祉課題を明らかにし、その解決に向けて福祉実践活動
に取り組んでいます。
　今年度は、各教科・領域、総合的な学習などをとおして福祉教育
を推進するとともに、保育所や特別支援学校との交流活動、国吉地
区グラウンドゴルフ大会への参加、小中学校合同での国吉駅清掃・
国吉地区老人への友愛の手紙づくりなどを予定しています。これら
の活動をとおして、地域の福祉活動の活性化に努め、思いやりあふ
れるやさしい子の育成をめざしていきます。

万喜城

大運動会

学習発表会

４年生の車いす体験

かがや
け★いすみの子★

国吉小学校の紹介
　本校学区はいすみ市の北西に位置し、行政区分上、苅谷上町・中町・下町、弥正、
深谷、今関、島、楽町・住宅、万木、国府台の１０地区に分けられています。また、
隣接する細尾、下原、松丸地区などからも学区外通学者を受け入れています。
　学区には、土

ど

岐
き

氏の居城であり戦国時代に栄えた万喜城や千葉県環境と文化のさと
センター等があり、歴史があり、自然も豊かな地区でもあります。
　保護者・地域の学校への期待は大きく、学校行事やPTA活動等には積極的に協力
をいただいています。

　本校の児童数は、平成２８年４月１日現在１１９名。素直で明るく、がんばり屋の子どもたちです。

本気でがんばる子の育成

　生きる力の要となる知・徳・体を意識した児童像、「進ん
で学ぶ子　やさしい子　たくましい子」を達成するために、
何事にも「本気でがんばる子」の育成に努めています。これ
は、「やる気・本気・萬喜」という本校のスローガンからく
るものです。萬喜
は、戦国時代この
地域を支配してい
た土岐氏の万喜城
にかけており、「み

んながうれしくなる。うれしい輪が広がる。みんなが幸せにな
る。」という意味が込められています。どんなことにもやる気を
持って本気で取り組むことで、たくさんの喜びを味わうことがで
き、みんなが幸せになる。そんな学校をめざしています。

福祉教育の推進

※本校の教育活動については、学校ホームページをご覧ください。（https://ns.chiba-a.jp/kuniyoshi-e/）
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「いすみ市いじめ防止基本方針（案）」に関する
パブリックコメントの実施結果

　市では、「いすみ市いじめ防止基本方針（案）」について、広報いすみ（３月号）やホームページ等で
パブリックコメントを募集しました。その結果、２人の方から２件の意見が寄せられました。いただい
たご意見及びこれに対する市の考え方は以下のとおりです。
　貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。

№ ご意見等 市の考え方

１　

修
正
等
の
有
無　

　いじめ防止にかかる対策は喫緊の課題である
と考えます。今回の市で発表された案を拝見し
ますと「第２章いじめの防止等のための対策（中
略）」は主に「大人側」の対策・対応に偏ってい
る印象を受けました。いじめ等は、主に大人に
見つからないように行われるもので、ですから
大人が発見した時には深刻な事態になっている
ことも多いと思われます。そのため、児童生徒
による自発的ないじめ等防止の取り組みが必要
ではないでしょうか。～以下省略～

　ご意見のとおり、児童生徒が主体となった活動
も必要であると考えますので、第２章の２ 学校
が実施すべき取り組みに、次の文言を加えます。
　加えて、児童生徒の主体的な活動を推進する
ため、児童会・生徒会において、校内でいじめ
撲滅や命の大切さを呼びかける活動や、相談箱
を置くなどして、児童生徒同士で悩みを聞き合
う活動等を推進する。

２　

修
正
等
の
有
無　

⒈第１章１ いじめの定義の項目に、次の文言を追
加することを提案します。なお、いじめのうち
で大きな問題となるのは、いじめの対象となっ
た児童等が耐えがたい苦痛を感じるほどのもの
であり、これを「過度のいじめ」と定義し、本
方針において全力で未然防止に努めるべきは、
いじめが「過度のいじめ」に発展することである。

⒉「いじめは決して許されない」の文言を「過度
のいじめは決して許されない」と改めることを
提案します。

⒊これに即して、本案の細部の文言や対策を再検
討することを求めます。

　以上の理由は、統計的に、いじめは大きな増減
無く、常に起きており、これを急激に皆無にせん
とする取り組みは非現実であり、本案が方向目標
であるが故に、際限の無い努力を求められる結果
となることが予想されるからです。それは、子ど
もに関わる現場の教員や、関わる大人にとって時
間的、精神的に逆に大きな負担となり、子どもと
の関わりをもつべき貴重な時間を、ますます減少
させる負の作用が懸念されます。いじめは現実問
題として、古今東西有るという事実をまずは大人
も子どもも認めた上で、それを重大な事態に発展
させないことを達成目標として取り組む内容に練
り直すべきと考えます。

　本基本方針（案）の「いじめの定義」については、
いじめ防止対策推進法第２条及び国のいじめ防
止基本方針におけるいじめの定義に関する解釈
を踏まえて定めています。個々の行為が「いじめ」
に当たるか否かの判断は、いじめられた児童生
徒の立場に立つことが必要とされています。こ
の際、いじめには、多様な態様があることに鑑み、
いじめられていても、仕返しを恐れることを考
えて、本人がそれを否定する場合も多々あるこ
とを踏まえ、当該児童生徒の表情や様子をきめ
細かく観察するなどして確認する必要がありま
す。表面的・形式的に判断することなく、いじ
めに該当する場合もあるので、「心身に苦痛を感
じているもの」との要件が限定して解釈される
ことのないよう努める必要があります。
　また、例えばインターネット上で悪口を書か
れた児童生徒がいたが、当該児童生徒がその
ことを知らずにいるような場合など、行為の対
象となる児童生徒本人が心身の苦痛を感じるに
至っていないケースについても、加害行為を行っ
た児童生徒に対する指導等については法の趣旨
を踏まえた適切な対応が必要とされています。
　このようなことから、「過度のいじめ」を用
語の定義として位置付けることは考えており
ません。

有○

無○
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ハイ!!国民年金です

そのためには、いじめの対象となった当人が耐
え難い苦痛を感じたときには、孤立すること無
く、かならず誰かが味方になってくれるという
安心が必要と考えます。
　親や教員、専門機関の職員を始め、全市民が
そのことを共通認識とし、注意をはらうことは
もちろん必要でありましょうが、それでも万一
大人の目が届かず、子どもが孤立してしまった
と感じたときに、本人自身が躊躇無く助けを求
めることができる公的機関への連絡手段を、全
ての子どもと市民に周知することにより、行政
は親、教員、市民のバックアップを図ることを
柱とした方針にしていただきたいと希望します。
～以下省略～

　なお、ご意見にありましたように、いじめを
受けた児童生徒が安心して相談できる仕組みや
環境、雰囲気づくりについては、今後、検討し
てまいりたいと思います。

問合せ先　大原庁舎（３階）学校教育課　教育総務班　☎６２－３６２１

　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料
の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校高等専門学校、専修学校
及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が計算式で計算
した金額以下であることが条件です。

　＜所得のめやす＞　１１８万円　＋　｛ 扶養親族の数×３８万円 ｝

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受けた次の年度も在学予定で
ある場合、４月始めに再申請の用紙が送られてきますので、引続き学生納付特例制度をご希望の場合は、
必要事項を記入のうえ日本年金機構にご返送ください。

申請・問合せ先　大原庁舎（１階）市民課 後期高齢年金班　☎６２－１１１５
　　　　　　　　夷隅庁舎　地域市民局　地 域 市 民 班　☎８６－２１１２
　　　　　　　　岬  庁  舎　地域市民局　地 域 市 民 班　☎８７－２１１２
　申請の際は、在学期間がわかる在学証明書または学生証（両面）の写しをお持ちください。
※日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

【整備事業者名】法　人　名　社会福祉法人　林声会
計　画　数　８０床
整備予定地　いすみ市岬町押日

介護老人福祉施設整備事業者の公募に係る選定結果
　 い す み 市 第 ６ 期 介 護 保 険 事 業 計 画（ 平 成 ２ ７ 年 ～ 平 成 ２ ９ 年 ） に 基 づ き、 介 護 老 人 福 祉 
施設の整備を行うため、事業者の公募及び選定を行った結果、下記のとおり決定しました。

※事業者による地区説明会（中区：松堀、中滝、部田地区を対象）が６月５日（日）１４時より松堀コミュニティ
　センターで予定されています。
問合せ先　大原庁舎（１階）健康高齢者支援課　介護保険班　☎６２－１１１８
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いすみ外房フィルムコミッション（ｉＳＦＣ）の成果報告イベント
2016シンポジウムが開催されました

地域ぐるみで自主防災組織をつくり、防災力を高めましょう

災害時の応急救護活動及び医薬品の供給等に関する協定を締結

平成28年経済センサス活動調査が実施されます！

　いすみ鉄道への出資自治体（大多喜町・御宿町・勝浦市・い
すみ市）の連携機関である「いすみ外房フィルムコミッション」
では３月１７日（木）に、いすみ市役所大原庁舎で、発足後３
か月間の成果報告イベントとして２０１６シンポジウムを開催
しました。
　シンポジウムでは㈱地域活性プランニング代表取締役　藤崎
慎一氏を講師にお招きし約１００名の受講者を前に基調講演会
を開催しました。
　また、パネルディスカッションでは、多くのテレビドラマの
撮影に携わってきた清藤　唯靖氏をゲストとして迎え、撮影の
裏話や今後誘致していく作品について語っていただきました。
　「いすみ外房フィルムコミッション」では今後もドラマや映
画撮影の誘致を積極的に行ってまいります。

　地震や風水害の被害を最小限にくい止めるために、市民の皆
さん一人ひとりがいざという時に落ちついた行動がとれるよう、
日頃から災害に対する備えを心がけ、地域で助け合える住民の
自主的な協力体制が必要とされています。
　「自分たちのまちは自分で守る」という、地域住民の連携に基
づき結成される防災組織を、自主防災組織と言います。自主防
災組織は、災害の発生時に住民が連携を取り、互いの身を守る
ための防災活動を行います。
　自主防災組織の設置や資機材購入、防災訓練等の活動には、
市から一部助成金が支払われます。
問合せ先　大原庁舎（２階）危機管理課　☎６２－２０００

　市では、3 月 24 日、一般社団法人外房薬剤師会と『災害
時の応急救護活動及び医薬品の供給等に関する協定』を締
結しました。
　この協定では、災害時に避難所内に設置する救護所等で
実施する医療救護活動において、迅速な応急救護活動の実
施と必要な医薬品等の確保を図ることを目的としています。
　市は今後も災害に備え、協力協定等の締結を進めてまい
ります。

全国すべての事業所及び企業を対象に行います。
5月中旬ごろに調査員がお伺いして調査票をお届けします。
各種統計の基礎となる大事な調査ですので、ご協力をお願いします。

問合せ先　大原庁舎（２階）企画政策課　企画班　☎６２－１３８２

パネルディスカッションの様子

四堰地区自主防災会津波避難訓練より
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ゴミゼロ運動にご協力ください。
　「美しいふるさとづくり運動」の一環として、道路周辺等に散乱している空きカン、
空きビンなどの清掃活動を行います。
　ゴミのない住みよいまちづくりのため、皆様のご協力をお願いします。
　なお、雨天の場合は中止となります。
実 施 日　５月２９日（日）
問合せ先　大原庁舎（３階）環境保全課　環境政策班　☎６２－１３８５
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６
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　いすみ市では、平成１９年にウミガメ保護条例を制定し、最重要保護生物
として千葉県が選定しているウミガメの保護に努めています。
　市の海岸約５．５ｋｍでは、毎年ウミガメが上陸・産卵し、砂浜で孵化した子ガメが太平洋へ旅立って
います。
　ウミガメ保護のため、上陸や足跡等発見したときは、直ちに市役所へ通報くださるようご協力をお願
いします。また、海岸砂浜の環境保全のため、漂着ゴミ拾いにご協力ください。
問合せ・連絡先　大原庁舎（３階）水産商工観光課　商工水産班　☎６２－１１１９

海を育みウミガメを守りましょう

５
月
か
ら
９
月
の
動
物
愛
護
事
業

「5月・6月は、赤十字運動月間です。」
～災害からいのちを守る赤十字～

　日本赤十字社は、「人のいのちと健康、尊厳を守る」という使命のもと、国内の災害時における救護
活動をはじめ、国外の紛争・自然災害の被災者に対する緊急救援活動など、さまざまな人道的活動を行っ
ています。
　これらの人道的活動は、多くの皆様の温かい善意によって支えられています。　

「活動資金へのご協力をお願いします。」
【問合せ先】
　日本赤十字社千葉県支部　☎０４３－２４１－７５３１　URL：http：//www.chiba.jrc.or.jp
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　ＮＨＫ千葉放送局といすみ市では、いすみ市市制施行１０周年を記念して NHK ラジオ第１放送「真打
ち競演」の公開録音を実施します。この番組では、演芸界選りすぐりの出演者による漫才・動物ものまね・
漫談・落語をお楽しみいただきます。観覧をご希望の方は、次の要領でお申し込みください。

１．名　　称　「真打ち競演」
２．主　　催　ＮＨＫ千葉放送局、いすみ市
３．日　　時　６月２４日（金）
　　　　　　　開場：１７時   開演：１８時
　　　　　　　終演予定：２０時
４．会　　場　岬ふれあい会館（入場無料）　　　　　　　　
５．出　　演　＜第１部＞
　　　　　　　　漫才：パックンマックン
　　　　　　　　動物ものまね：江戸家小猫
　　　　　　　　落語：春風亭一之輔
　　　　　　　＜第２部＞
　　　　　　　　漫才：おぼん・こぼん
　　　　　　　　漫談：ぴろき
　　　　　　　　落語：三遊亭小遊三　
６．司　　会　高鍬亮アナウンサー（NHK 千葉放送局）
７．申込方法　郵便往復はがき（私製を除く）に以下の内容を記入してお申し込みください。
　　　　　　　【往信用裏面】郵便番号、住所、氏名、電話番号
　　　　　　　【返信用表面】郵便番号、住所、氏名
　　　　　　　【返信用裏面】何も記入しないでください。（抽選結果を印刷して返送します）
　　　　　　　＜郵送先＞ 〒 298-8501　いすみ市大原７４００－１
　　　　　　　　　　　　 いすみ市役所 企画政策課「真打ち競演」係
　　　　　　　＜締切り＞５月３１日 ( 火 )【必着】
　　　　　　　※応募多数の場合は抽選のうえ、当選の方には入場整理券（１枚で２人入場可）を、
　　　　　　　　落選された方にはその旨をお伝えするご案内をお送りします。
　　　　　　　※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
　　　　　　　※記入に不備があった場合は無効となりますのでご注意ください。
　　　　　　　※インターネット売買サイト等での入場整理券の売買は固くお断りします。
　　　　　　　　転売を目的としたお申し込みであると判明した場合には、抽選対象外とさせていただきます。
　　　　　　　　また、売買が確認された場合は入場をお断りします。
８．放送予定　９月１０日（土）、１７日（土）
　　　　　　　１０時５分～１０時５５分 【ラジオ第１( 全国放送 ) ／国際放送】
９．問合せ先　大原庁舎（２階） 企画政策課　☎ ６２－１３８２（９時～１７時  土日祝除く）
　　　　　　　ＮＨＫ千葉放送局　☎０４３－２０３－１００１（１０時～１７時  土日祝除く）
　　　　　　　ホームページ　http://www.nhk.or.jp/chiba/

＜個人情報の取り扱いについて＞
ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、ＮＨＫ受信料のお願いに使用させて
いただくことがあります。

いすみ市市制施行１０周年記念
「真打ち競演」公開録音の実施について

パックンマックン

おぼん・こぼん

江戸家小猫

ぴろき

春風亭一之輔

三遊亭小遊三
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平成 28年第１回定例議会議決結果 議
会
だ
よ
り 

第
42
号

議案番号 件　　　　　名 採決結果

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて
（いすみ市税条例等の一部を改正する条例の一部改正） 承　認

議案第２号 いすみ市地域審議会条例の制定について 可　決
議案第３号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 可　決
議案第４号 いすみ市職員の降給に関する条例の制定について 可　決
議案第５号 いすみ市職員の退職管理に関する条例の制定について 可　決
議案第６号 いすみ市安全で安心な海水浴場の確保に関する条例の制定について 可　決
議案第７号 いすみ市行政組織条例の一部改正について 可　決
議案第８号 いすみ市固定資産評価審査委員会条例の一部改正について 可　決
議案第９号 いすみ市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正について 可　決
議案第 10 号 いすみ市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 可　決
議案第 11 号 いすみ市議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 可　決

議案第 12 号 いすみ市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
の一部改正について 可　決

議案第 13 号 いすみ市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 可　決

議案第 14 号 いすみ市一般職の職員の給与等に関する条例及びいすみ市一般職の任期付
職員の採用に関する条例の一部改正について 可　決

議案第 15 号 いすみ市市民ギャラリーの設置及び管理に関する条例の廃止について 可　決

議案第 16 号 いすみ市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準等を定める条例の一部改正について 可　決

議案第 17 号
いすみ市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について

可　決

議案第 18 号 いすみ市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 可　決
議案第 19 号 いすみ市都市公園条例の一部改正について 可　決
議案第 20 号 平成 27 年度いすみ市一般会計補正予算（第５号） 可　決
議案第 21 号 平成 27 年度いすみ市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　決
議案第 22 号 平成 27 年度いすみ市介護保険特別会計補正予算（第４号） 可　決
議案第 23 号 平成 27 年度いすみ市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可　決
議案第 24 号 平成 27 年度いすみ市水道事業会計補正予算（第２号） 可　決
議案第 25 号 平成 28 年度いすみ市一般会計予算 可　決
議案第 26 号 平成 28 年度いすみ市国民健康保険特別会計予算 可　決
議案第 27 号 平成 28 年度いすみ市介護保険特別会計予算 可　決
議案第 28 号 平成 28 年度いすみ市後期高齢者医療特別会計予算 可　決
議案第 29 号 平成 28 年度いすみ市水道事業会計予算 可　決
議案第 30 号 新市建設計画の変更について 可　決
議案第 31 号 平成 27 年度いすみ市一般会計補正予算（第６号） 可　決
議案第 32 号 いすみ市教育委員会委員の任命について（押塚尚氏） 同　意
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について（太田防夫氏） 同　意
諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について（吉田一夫氏） 同　意

発議第１号
2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会のサーフィン競技
会場をいすみ市、一宮町へ誘致しジュニア選手の強化支援に係る要望書
について

可　決

発議第２号 2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会のサーフィン競技
会場を千葉県いすみ市、一宮町で開催することを求める要望書について 可　決

発議第３号 いすみ市議会委員会条例の一部改正について 可　決

　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
議
会
が
２
月
23
日
か
ら
３
月
11
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
28
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
予
算
ほ
か
31
議
案
及
び
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
２
名
の
推
薦
が
審
議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
発
議
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

 
主
な
議
決
結
果

○
東
京
五
輪
の
追
加
種
目
候
補

に
な
っ
て
い
る
サ
ー
フ
ィ

ン
の
会
場
を
い
す
み
市
と

一
宮
町
の
海
岸
に
競
技
会

場
を
誘
致
す
る
こ
と
、
ま

た
、
正
式
種
目
と
な
っ
た

場
合
、
千
葉
県
に
お
い
て

は
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
強

化
支
援
策
に
つ
い
て
の
要

望
書
提
出
に
係
る
発
議
案

２
件
は
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
　

な
お
、
要
望
書
は
一
宮

町
議
会
と
連
名
で
千
葉
県

知
事
、
千
葉
県
議
会
議
長

及
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
担
当
大
臣
に
提
出
し
ま

し
た
。

○
い
す
み
市
教
育
委
員
会
委
員

に
押
塚
尚
氏
を
任
命
す
る

こ
と
は
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
太

田
防
夫
氏
、
吉
田
一
夫
氏

を
推
薦
す
る
こ
と
は
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算

　

１
４
９
億
４
７
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
　

６
６
億
７
４
８
２
万
４
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
　

４
０
億
４
０
２
７
万
３
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
　
　

４
億
８
９
４
０
万
５
千
円

水
道
事
業
会
計
予
算
支
出
総
額

　
　

２
０
億
１
８
６
９
万
８
千
円

　

３
月
３
日
と
４
日
に
、
各
常

任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員

会
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
28
年
度
い

す
み
市
一
般
会
計
予
算
に
お
け

る
主
な
質
疑
及
び
答
弁
に
つ
い

て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

議
案
11
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替
え
る

と
照
射
範
囲
が
狭
く
な
り
暗
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

答　

現
在
は
さ
ま
ざ
ま
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
導
入

の
際
に
は
照
射
範
囲
の
広
い
器

具
を
選
び
、
カ
ー
ブ
地
点
な
ど

は
暗
く
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し

ま
す
。

　

議
案
８
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

問　

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

住
居
跡
、
高
床
式
の
倉
庫
跡

及
び
土
器
な
ど
が
発
掘
さ
れ
て

お
り
、
今
後
は
県
へ
発
掘
調
査

の
結
果
を
報
告
す
る
た
め
、
報

告
書
等
の
作
成
作
業
を
行
い
ま

す
。

　

議
案
４
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

問　

イ
セ
エ
ビ
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答　

飲
食
店
、
宿
泊
業
、
漁
業
関

係
者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
朝
市
を

中
心
に
イ
セ
エ
ビ
産
地
の
Ｐ
Ｒ

と
地
産
地
消
を
兼
ね
て
８
月
、

９
月
を
予
定
し
て
お
り
、
今

後
、
実
行
員
会
等
を
立
上
げ
意

見
等
を
伺
い
な
が
ら
事
業
を
進

め
ま
す
。

岩井豊重　議員 平成28年度予算／介護保険／指定管理者制度 /平和に対する市の姿勢

久我　司　議員 東京オリンピック開催に向けての取組

山口朋子　議員 子育て支援対策／認知症支援対策

荒井　正　議員 国の平成27年度補正予算に関連した市の取組／福祉施策の見直し／デマンド交通／マイナン
バー制度

田井秀明　議員 子宮頸がん対策／大原高校総合学科の園芸系列や海洋科学系列と連携した農業や水産業
の後継者づくり／振り込め詐欺等の被害防止対策／深堀バイパス開通に伴う市道整備

高森和久　議員 いすみ市まち・ひと・しごと創生総合戦略における雇用の創出、里の駅検討事業、移住・
定住の促進／がん対策加速化プラン／公共施設等のトイレの洋式化／市道の予防保全

　第１回定例議会の一般質問は、２月 25 日に６名の議員から市政に関する諸問題についての質問があり、活発
な議論が展開されました。ここでは、紙面の関係で主な質問及び答弁の一部を掲載します。
　なお、一般質問及び議案の審議状況等、会議録をご覧になりたい方は、いすみ市のホームページ又は夷隅
文化会館、大原文化センター及び岬公民館の各図書室で閲覧することができます。

（第１回定例議会の会議録は６月上旬に公開を予定しています。）
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平
成
28
年
度
予
算

岩 

井 

豊 

重 

議 

員

子
育
て
支
援
対
策

山 

口 

朋 

子 

議 

員

岩
井
議
員　

予
算
編
成
に
当
り
、

特
に
留
意
さ
れ
た
点
を
伺
い
た

い
。

市
長　

今
回
の
予
算
編
成
に
当
た

り
、
各
種
施
策
の
再
検
討
、
再

配
分
を
行
い
な
が
ら
、
自
立
と

挑
戦
、
交
流
を
柱
に
、
い
す
み

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
基
づ
く
地
方
創
生

関
連
予
算
を
積
極
的
に
予
算
化

し
ま
し
た
。

　
　

施
策
と
し
て
は
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
仕

事
を
理
由
と
す
る
転
出
を
減
ら

す
こ
と
と
、
移
住
、
定
住
に
力

を
い
れ
、
選
ば
れ
る
ま
ち
、
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
、
一
つ
目
、
地
域
経
済

の
循
環
を
拡
大
し
て
の
雇
用
の

創
出
、
二
つ
目
、
地
域
資
源
を

再
確
認
し
市
民
所
得
の
向
上
、

三
つ
目
、
選
ば
れ
る
魅
力
を

創
っ
て
人
口
増
加
対
策
、
四
つ

目
、
全
国
に
発
信
で
き
る
魅
力

づ
く
り
の
四
つ
の
柱
に
力
を
注

ぐ
ほ
か
、
健
康
づ
く
り
と
医
療

山
口
議
員　

子
ど
も
の
貧
困
対
策

と
し
て
国
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
家
庭
の
事
情
等
に
左
右
さ
れ

ず
に
安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
学

習
支
援
や
居
場
所
づ
く
り
な
ど

の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
と
あ

る
が
、
市
と
し
て
地
球
未
来

塾
（
仮
称
）
と
い
う
形
で
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
と
連
携
し
、
困
窮
家
庭
な

ど
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援

を
行
う
考
え
は
あ
る
か
伺
い
た

い
。

学
校
教
育
課
長　

文
部
科
学
省
が

取
り
上
げ
た
地
球
未
来
塾
と
い

う
よ
う
な
形
で
の
学
習
支
援
は

行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
支

援
と
し
て
は
、
現
在
小
学
校
３

年
・
４
年
生
児
童
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
た
け
の
こ
塾
の
対

象
学
年
を
６
年
生
ま
で
に
拡
大

　

地
方
創
生
関
連
予

算
を
積
極
的
に
予
算

化
し
た

　

た
け
の
こ
塾
の
対

象
学
年
を
６
年
生
ま

で
に
拡
大
す
る

答

答

な
ど
市
民
福
祉
の
向
上
、
生
活

と
産
業
基
盤
の
整
備
や
教
育
環

境
の
充
実
な
ど
に
財
源
の
許
す

限
り
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

平
成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、
各
種
事
務
事
業
の
見
直
し

を
行
い
な
が
ら
福
祉
の
向
上
に

努
め
、
市
民
生
活
の
向
上
に
配

慮
し
ま
し
た
。

久
我
議
員　

サ
ー
フ
ィ
ン
の
正
式

種
目
へ
の
実
現
と
開
催
会
場
を

外
房
地
域
に
誘
致
す
る
活
動

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

市
長　

昨
年
11
月
に
森
田
県
知
事

に
対
し
、
外
房
地
区
16
市
町
村

の
首
長
及
び
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン

連
盟
４
支
部
長
が
千
葉
県
で
の

開
催
を
要
望
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
森
英
介
衆
議
院
議
員
、
橋

本
聖
子
参
議
院
議
員
、
石
井
準

一
参
議
院
議
員
に
対
し
て
も
要

望
活
動
を
し
ま
し
た
。

　
　

そ
の
後
、
い
す
み
市
と
一
宮

答 東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
向
け
て
の
取
組

久 

我 　

司 

議 

員

　

い
す
み
市
と
一
宮

町
を
会
場
に
開
催
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
訴
え
て
い
る

町
で
の
開
催
を
熱
望
す
る
サ
ー

フ
ァ
ー
で
全
米
オ
ー
プ
ン
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
大
原
洋
人

選
手
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
外

の
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
の
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
と
要
望
書
を
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
担
当
大
臣
の
遠
藤
大

臣
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
　

太
東
海
岸
か
ら
一
宮
町
釣
ヶ

崎
海
岸
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
波
が
あ
り
、
夏
場
の
気

候
変
動
が
あ
っ
て
も
幅
広
く
海

岸
を
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
短

期
間
の
う
ち
に
競
技
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
東
京
有
明

の
選
手
村
か
ら
バ
ス
で
１
時
間

強
と
近
く
、
経
費
面
で
も
抑
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
す
み
市

と
一
宮
町
を
会
場
に
開
催
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
訴
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

静
岡
、
神
奈
川
、
愛
知
、
宮

崎
と
そ
れ
ぞ
れ
名
乗
り
を
上
げ

て
い
ま
す
が
、
現
時
点
に
お
い

て
は
い
す
み
市
、
一
宮
町
が
最

有
力
候
補
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
今
後
も
関
係
団
体
へ
の
要

望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。　
　

　
　

ま
た
、
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
の

開
催
地
と
な
れ
ば
道
路
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
加
速
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
と
、
子
ど
も
た
ち
に
地

元
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
見
ら
れ

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
と
、
当

地
域
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
よ
る
地
域
の
魅
力
が
更
に
増

し
、
若
い
人
の
移
住
、
定
住
が

進
む
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
る
予
定
で
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
夏
季
休
業
中

に
も
た
け
の
こ
塾
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
た
け
の
こ
塾
は
平

成
28
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
ま

す
が
、
保
護
者
へ
の
経
済
的
な

負
担
は
年
間
数
百
円
程
度
で
、

国
語
と
算
数
の
基
礎
学
力
向
上

の
た
め
の
学
習
塾
形
式
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　

中
学
生
へ
の
学
力
向
上
策
と

し
て
は
市
と
し
て
の
事
業
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
学
校
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て
、
夏
季
休

業
中
に
中
学
３
年
生
を
対
象
に

補
習
授
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　
　

ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
の

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、
県
と

夷
隅
地
域
教
育
委
員
会
が
取
り

組
む
事
業
で
本
年
１
月
よ
り
、

国
吉
地
区
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
移
動
相
談
教

室
を
毎
週
金
曜
日
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
　

平
成
28
年
度
に
は
、
国
の
委

託
事
業
と
し
て
子
山
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
東
上
総
教

育
事
務
所
と
連
携
し
て
不
登
校

児
童
生
徒
へ
の
支
援
モ
デ
ル
事

業
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
設

す
る
予
定
で
現
在
調
整
中
で

す
。
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荒
井
議
員　
一
億
総
活
躍
社
会
の

実
現
に
向
け
た
緊
急
対
策
の

柱
の
一
つ
で
あ
る
「
働
き
方
改

革
」、
同
一
労
働
同
一
賃
金
や
非

正
規
雇
用
の
正
社
員
化
な
ど
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

か
伺
い
た
い
。

総
務
課
長　

安
倍
総
理
は
一
億
総

活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
新
三

本
の
矢
を
掲
げ
、
働
き
方
の
改

革
と
し
て
、
女
性
も
お
年
寄
り

も
障
害
者
も
誰
も
が
活
躍
で
き

る
社
会
、
多
様
な
働
き
方
が
可

能
な
社
会
へ
の
変
革
、ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
が

課
題
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
度
の
拡
充
、
長
時
間
労
働
の

抑
制
、
有
給
休
暇
の
取
得
の
促

進
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会

づ
く
り
、
障
害
者
の
支
援
、
非

正
規
雇
用
の
均
衡
待
遇
の
確
保

な
ど
に
取
り
組
み
、
今
後
取
り

ま
と
め
る
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活

躍
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
実
現
に
踏
み
込

む
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
に
準

高
森
議
員　

情
報
発
信
拠
点
と
し

て
農
産
物
の
直
売
等
を
行
う
施

設
の
整
備
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
検
討
さ
れ
る

の
か
、
道
の
駅
と
は
異
な
る
の

か
、
ま
た
、
候
補
地
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

地
域
創
生
担
当
参
事　

い
す
み
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
で
は
、
基
本
目
標
の
一

つ
に
地
域
資
源
の
価
値
を
再
認

識
し
て
の
地
域
所
得
の
向
上
を

掲
げ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な

施
策
で
情
報
発
信
拠
点
の
整
備

に
つ
い
て
里
の
駅
の
検
討
を
す

る
こ
と
を
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
こ
の
検
討
は
平
成
28
年
度

以
降
、
専
門
的
な
見
識
を
持
っ

た
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員
会

を
立
上
げ
、
そ
の
中
で
休
憩
機

能
、
情
報
発
信
機
能
、
地
域
連

携
機
能
の
有
無
、
運
営
方
法
、

地
域
経
済
へ
の
影
響
、
立
地
場

所
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
、
整

備
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答 国
の
平
成
27
年
度

補
正
予
算
に
関
連
し

た
市
の
取
組

荒 
井 　

正 

議 

員

い
す
み
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
お
け
る
雇
用
の
創
出
、

里
の
駅
検
討
事
業
、
移

住
・
定
住
の
促
進

高 

森 

和 

久 

議 

員

　

各
種
制
度
の
整
備

や
均
衡
あ
る
待
遇
の

確
保
に
向
け
て
努
力

す
る

　

有
識
者
に
よ
る
検

討
委
員
会
を
立
上
げ
、

様
々
な
観
点
か
ら
整

備
の
検
討
を
行
う

拠
し
た
条
例
等
の
整
備
を
は
じ

め
、
非
正
規
雇
用
に
関
し
て

は
、
任
期
付
き
や
再
雇
用
制
度

の
創
設
、
臨
時
職
員
に
対
す
る

有
給
休
暇
の
付
与
な
ど
環
境
整

備
等
に
取
り
組
み
、
賃
金
単
価

の
引
上
げ
、
通
勤
手
当
や
時
間

外
手
当
の
支
給
な
ど
待
遇
改
善

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　

今
後
も
国
の
動
向
等
を
注
視

し
、
国
、
県
に
連
動
し
た
各
種

制
度
の
整
備
や
均
衡
あ
る
待
遇

の
確
保
に
向
け
て
引
き
続
き
努

力
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
対
策

田 
井 
秀 

明 

議 

員

田
井
議
員　

細
胞
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
有
無
を
検
査
す
る

併
用
検
診
の
導
入
に
よ
り
ど
の

よ
う
な
検
診
成
果
が
生
じ
た
の

か
、
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
の
前

が
ん
状
態
で
発
見
さ
れ
た
の
ち

に
ど
の
よ
う
な
結
果
に
至
っ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

健
康
高
齢
者
支
援
課
長　

検
診
成

果
は
併
用
検
診
の
導
入
に
よ
っ

て
検
査
の
精
度
が
上
が
り
、
平

　

早
期
に
医
療
機
関

受
診
へ
と
つ
な
が

り
、
前
が
ん
病
変
が

発
見
さ
れ
た
方
は
医

療
機
関
で
の
管
理
中

と
な
っ
て
い
る

答

答

成
25
年
度
の
要
精
検
率
が
１
・

５
％
に
対
し
、平
成
26
年
度
は
、

２
・
４
％
と
な
り
、
精
密
検
査

判
定
の
方
が
、
早
期
に
医
療
機

関
受
診
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
新
規
受

診
者
の
掘
り
起
し
の
た
め
、
偶

数
年
齢
の
方
へ
の
通
知
や
検
診

希
望
調
査
を
実
施
し
、
平
成
26

年
度
は
６
７
３
名
、
平
成
27
年

度
は
５
４
１
名
が
新
規
受
診
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　

次
に
、
子
宮
頸
が
ん
の
前
が

ん
状
態
で
発
見
さ
れ
た
の
ち
に

ど
の
よ
う
な
結
果
に
至
っ
て
い

る
か
で
す
が
、
平
成
26
年
度
の

検
診
で
精
密
検
査
が
必
要
と
判

定
さ
れ
た
方
67
名
の
う
ち
精
密

検
査
の
受
診
者
は
61
名
で
、
結

果
は
61
名
の
う
ち
49
名
に
疑
い

も
含
め
て
前
が
ん
病
変
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
49
名

の
う
ち
Ｈ
Ｐ
Ｖ
陽
性
者
が
47

名
、
陰
性
者
は
２
名
で
し
た
。

な
お
、
精
密
検
査
の
受
診
者
61

名
中
54
名
は
、
医
療
機
関
で
の

管
理
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

平
成
27
年
度
の
検
診
で
は
、

精
密
検
査
が
必
要
と
判
定
さ
れ

た
方
の
36
名
中
、
精
密
検
査
の

受
診
者
は
32
名
で
、
う
ち
疑
い

も
含
め
、
前
が
ん
病
変
が
発
見

さ
れ
た
方
が
23
名
で
全
員
が
Ｈ

Ｐ
Ｖ
陽
性
で
し
た
。
精
密
検
査

の
受
診
者
32
名
中
27
名
は
医
療

機
関
で
の
管
理
中
で
、
２
名
は

治
療
を
行
い
ま
し
た
。

編
集　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

☎
０
４
７
０

−

６
２

−

１
４
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.city.isum

i.lg.jp/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

gikai @
city.isum

i.lg.jp

　

市
民
生
活
に
直
結
し
た
重

要
な
問
題
が
審
議
さ
れ
て
い

る
市
議
会
は
誰
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
。
市
政
へ
の
知
識
を

深
め
、
市
政
を
身
近
に
感
じ

る
た
め
に
も
、
議
会
を
傍
聴

し
て
く
だ
さ
い
。

　

傍
聴
の
際
は
市
役
所
大
原

庁
舎
４
階
議
会
事
務
局
で
受

付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
傍
聴
人
数
は
、
先

着
順
で
25
名
ま
で
で
す
。

第
２
回
定
例
議
会
日
程（
予
定
）

６
月
７
日
㈫
10
時 

開
会

　
　
　
　
　
　
　

 

議
案
の
上
程

　
　

９
日
㈭
10
時 

一
般
質
問

　
　

14
日
㈫
10
時 

議
案
質
疑

　
　

16
日
㈭
９
時 

委
員
会

　
　

17
日
㈮
９
時 

委
員
会

　
　

24
日
㈮
10
時 

委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　

 

議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　

 

閉
会

市
政
を
知
る
た
め
に

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
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109

い
す
み
市
長
　 

太
田
　
　
洋

い
す
み
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が

　
　
　
　

 

全
国
第
１
位
に

　

小
さ
い
頃
か
ら
運
動
は
苦
手
で
、
運

動
会
が
近
づ
く
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
に

な
り
、
こ
の
日
が
来
な
け
れ
ば
い
い
の

に
と
思
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
成
長
す
る
に
つ
れ
、
４
年
に

一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
る
度
、
ア

ス
リ
ー
ト
の
皆
さ
ん
の
爽
や
か
さ
や
全

力
で
頑
張
る
姿
に
何
か
熱
い
も
の
を
感

じ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
増

田
明
美
さ
ん
の
出
場
が
決
定
し
た
時
、

マ
ラ
ソ
ン
に
興
味
の
な
い
私
も
嬉
し
く

て
飛
び
上
が
り
ま
し
た
。
増
田
さ
ん
の

ぱ
っ
ち
り
し
た
目
と
初
々
し
い
姿
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
増

田
さ
ん
の
寄
附
に
よ
っ
て
、
旧
岬
地
区

の
小
中
学
生
を
中
心
に
増
田
明
美
杯
駅

伝
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

マ
ラ
ソ
ン
を
通
し
て
地
域
が
繋
が
る
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
少
子
化
の
た
め
小
学
生
の
減
少
が

選
手
数
に
影
響
を
与
え
、
残
念
な
が
ら

続
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

合
併
し
て
間
も
な
い
時
、
い
す
み
市

で
増
田
明
美
さ
ん
を
招
い
て
の
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
増

田
さ
ん
と
お
会
い
し
、
講
演
の
後
の
懇

談
会
の
席
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
話
で
盛

り
上
が
り
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間

に
開
催
の
話
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
が
、

ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
日
々
お
忙
し
い
増
田
さ
ん

に
と
っ
て
、
田
舎
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
気
が
引
け
た
と
思
い
ま
す
が
、
生
来

の
気
遣
い
と
、
ま
た
、
今
何
を
す
べ
き

か
を
常
に
考
え
て
い
る
増
田
さ
ん
だ
か

ら
こ
そ
、「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
っ
た
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
合
併
し
た
い
す
み
市
で
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
開
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
た
私

に
と
っ
て
、
増
田
さ
ん
の
言
葉
は
涙
が

出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
年
の
冬
で
９
回
目
と
な
る
い
す
み

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
毎
年
４
千
人

を
超
え
る
大
き
な
運
動
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
競
技
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
る
飲
食
提
供
者
の
方
々
、
沿
道
で
の

沢
山
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
応
援
、
そ
し

て
何
よ
り
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
増
田
明

美
さ
ん
ご
夫
婦
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
と
お

も
て
な
し
の
心
が
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
大

き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
毎

年
、
ご
両
親
か
ら
差
入
れ
さ
れ
る
み
か

ん
は
、
と
て
も
美
味
し
い
と
選
手
の
皆

さ
ん
に
好
評
で
す
。

　

増
田
明
美
さ
ん
の
故
郷
を
思
う
や
さ

し
さ
と
歓
迎
は
、
参
加
さ
れ
る
選
手
の

皆
さ
ん
の
心
を
が
っ
し
り
と
掴
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。
全
国
に
２
０
０
０
近
く

あ
る
マ
ラ
ソ
ン
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
中
か

ら
、
参
加
者
の
評
価
を
も
と
に
決
定
さ

れ
る
「
全
国
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
１
０
０

選
」（
一
般
社
団
法
人
ア
ー
ル
ビ
ー
ズ

ス
ポ
ー
ツ
財
団
主
催
）
で
は
、
毎
年
、

上
位
に
選
ば
れ
て
お
り
、
昨
年
12
月
の

大
会
で
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
に

お
い
て
総
合
的
な
評
価
が
第
一
位
と
な

り
、
全
国
で
有
数
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
増
田
ご

夫
妻
の
ご
協
力
と
、
職
員
を
始
め
大
会

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
力
の
結

集
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

増
田
明
美
さ
ん
と
続
け
て
い
る
い
す

み
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
今
年
の
開
催

に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
今

年
も
た
く
さ
ん
の
選
手
が
い
す
み
の
田

舎
道
を
走
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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地域おこし協力隊通信
いすみ市
地域おこし
協力隊Vol.11

地域おこし協力隊とは、
条件不利地域等の地方公共団体が都市地域から地域の活性化に意欲のある人材を

「地域おこし協力隊」として受け入れ、地域課題の克服と共に本人の定住化を図ろうというものです。
【問合せ先】いすみ市地域おこし協力隊　いすみ市役所大原庁舎  企画政策課内　62 − 1382 

いすみ外房フィルムコミッションの
　　ホームページが開設されました！

いすみ外房フィルムコミッションってなに？？

開設されたホームページにはこんな特徴があります！

今までこんなロケ撮影に立ち会いました！

　大多喜町、御宿町、勝浦市、いすみ市の各市町村の特徴を活かしたロケーションの紹介とその誘致を
行うために、いすみ市企画政策課内に「いすみ外房フィルムコミッション」事務局を設置し、窓口とし
て総合調整を行うフィルムコミッションとして発足しました。
　映画、ＴＶプログラム、CM 等のロケーション誘致を行い、マスメディアを通じて近隣が紹介される
ことにより、地元への再認識や愛着を深めていただき、映像、観光文化の向上を図りつつ、地域の活性
化に繋げることを理念としています。ロケーションを受け入れることにより出演者、エキストラの宿泊
や食事などで地域への経済効果が見込めます。また、マスメディアで放映されることで、地域のイメー
ジアップによる訪問観光客の増加などを目指しています。

　３月１４日から開設されたいすみ外房フィルムコミッションのホームページは、スマホで見やすい
ページになっています。外房の海のイメージを押し出し、シンプルかつスタイリッシュに仕上げていま
す。このホームページを通して、地域に有益なロケーションの誘致が出来ればと考えています。
　最初のロケーション紹介として、太東海水浴場、高秀牧場、木戸泉酒造をホームページ上に掲載して
います。ロケーション撮影にとどまらず、お茶の間向けの報道番組も念頭に置いた内容となっています。
　今後、毎月 3 か所以上を目標に追加していくとともに、臨場感のあるイベント情報の発信も行ってい
く予定です。

　フィルムコミッションの発足後、これまで県内外からたくさんのロケに来ていただきました。その中
でも特に印象に残ったロケーション撮影をご紹介します。
　なんといっても１番印象に残っているのは、「孤独のグルメ Season5　第 9 話」で紹介された「い
すみ市編」です。大原中央商店街の精肉屋を中心に、大原漁港やいすみ鉄道の国吉駅、五平山農園など
が放映されました。スタッフも大掛かりで数日がかりのロケとなりました。ＴＶの放映は深夜の時間帯
でありましたがこの放送回はこれまでの番組視聴率から見て非常に高い視聴率となり、番組放送後はＴ
Ｖを見た多くのファンが県内外から押し寄せ、ロケ地となった場所には、今まで見たことがないような
大行列ができていました。
　また、NHK 総合テレビや TBS などでは港の朝市が取り上げられ、番組放映後には多くのお客様が
朝市にお越しになり、改めてマスメディアの力を思い知る印象的な撮影となりました。　　　力武　稔

www.isfc.jp

※いすみ外房フィルムコミッション　トップページより
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保健センター５月のお知らせ
名　　称 対象（年度末年齢） 料　金 場所・日程

子宮頸がん検診	 ２０歳以上の女性の希望者 1,000 円
＜大原保健センター＞
１０日㈫、１１日㈬、１２日㈭
１３日㈮、１４日㈯

特定健康診査
国民健康保険加入者で４０歳から
７４歳までの方（人間ドック受診予
定者を除く）

500 円

＜大原保健センター＞
２４日㈫、２５日㈬、２６日㈭
２７日㈮、２８日㈯、３０日㈪
３１日㈫
※２７日㈮は夜間も実施しています。

（６月にも実施日あり）

後期高齢者健康診査 後期高齢者医療制度に加入している
希望者 無　料

生活習慣病予防健康診査 ３０歳・３５歳（人間ドック受診予
定者は除く）希望者 1,000 円

肝炎検査
過去に肝炎検査を受けたことのな
い４０・４５・５０・５５・６０・
６５・７０歳の方（対象者には個別
に通知します。）

無　料

前立腺がん検診 ５０歳以上で偶数年齢の男性希望者 1,000 円

大腸がん検診 ４０歳以上の希望者 1,000 円

個別健康相談 赤ちゃんから高齢者まで（こころの相談にも応じます）
保健師・栄養士・歯科衛生士による相談

＜大原保健センター＞
１８日（水）　９：３０～要予約

※子宮頸がんは２０～３０代の方に増えています。若い世代の方も積極的に子宮頸がん検診を受けましょう。
※検診当日に７５歳以上の方（特定健康診査は健診当日７０歳以上）、生活保護受給者の方は無料となります。
※保健事業の詳細は「いすみ市保健事業のお知らせ」「いすみ市がん検診のお知らせ」または、いすみ市ホームページを

ご覧ください。
申込・問合せ先　大原庁舎（大原保健センター内）　健康高齢者支援課　健康づくり班　☎６２－１１６２

「高齢者のよい歯のコンクール」参加者募集

「千葉県歯・口の健康啓発標語」募集

　８０歳以上のよい歯の方、コンクールに参加し
ませんか？
対 象 者　平成２８年４月１日現在、８０歳以上
で自分の歯（かぶせた歯、さし歯でもよい）が、
２０本以上ある方
申込方法　かかりつけ歯科医院、または下記に申

込みください。
申込期限　５月１９日（木）
市選考会　５月２３日（月）
　岬ふれあい会館　保健センター

※市選考会１位の方は、６月９日（木）に夷隅
郡市大会に出場します。

　８０歳で２０本の歯を保つことを目標にした歯
の健康づくりに関した標語を書いてみませんか？
対 象 者　市内在住、または在勤の２０歳以上の方
応募方法　「はがき」に住所、氏名、年齢、職業、

電話番号を明記し、ご応募ください。
応募締切　５月２３日（月）当日消印有効
　※夷隅郡市歯科医師会にて選考後、代表作品を
　　千葉県に推薦します。

申込・問合せ先　〒 298 － 8501  
　いすみ市大原 7400-1  いすみ市役所
　健康高齢者支援課　健康づくり班　
　☎６２－１１６２

チャレンジシニア介護予防教室
参加者募集

対　象
　６５歳以上で若々しく元気な生活を送りたい
方、介護予防に関心がある方、物忘れが気にな
る方（要支援認定を受けた方も参加できます）
※参加をご遠慮いただく方
　要支援認定を受けデイサービスやデイケア
を利用中の方、要介護認定を受けている方、
医師から運動を禁止されている方、既に認知
症と診断されている方または治療中の方

期　間　６月～８月　週 1回程度、木曜日、
　　　　全１２回
時　間　１０時～１１時３０分
場　所　夷隅保健センター
　※今後、大原・岬地区での開催も予定しています
定　員　１５名（定員になり次第締め切り）
内　容　栄養・口腔・認知症の講話
　脳の活性化と身体のバランスを整える楽しい
プログラム
　※椅子に座るまたは床に横になって行います。
参加費　無料
申込期間　５月９日（月）～５月１３日（金）　
申込・問合せ先　大原庁舎（1階）健康高齢者支援課
　介護保険班　☎６２－１１１８
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「展 示」	 日　時　　６月４日（土）～５日（日）　　９時～１６時（５日は１５時３０分まで）
	 展示物　　盆栽、山野草、俳句、短歌、書道、絵画、生花、陶芸、折紙、写真、俳画、
	 　　　　　和裁、絵手紙　他

「発 表」	 日　時　　６月５日（日）　舞踊、詩吟、民謡、カラオケ、フラダンス、手話ダンス、太鼓、太極拳　他　

「お茶会」	日　時　　６月４日（土）　１０時～

主　催　　いすみ市岬町文化団体連絡協議会　　開催場所・問合せ先　岬公民館　☎８７－６１１１

展示案内　いすみフォトクラブ四季彩写真展　〔いすみフォトクラブ四季彩〕
期間：５月３１日（火）～６月５日（日）
１０名の会員が、それぞれの個性で切り取った風景や風物写真を、四つ切サイズに仕上げ、
約４０点を展示します。

【展示会場】大原文化センター　２階展示室（いすみ市大原７８３８番地）
【開館時間】９時～１６時３０分（展示最終日は１６時まで）
【休 館 日】５/２、６、９～１２、１６、２３、３０
問合せ先　大原庁舎（３階）生涯学習課　生涯学習班　☎６２－２８１１

芸能芸術祭開催　～皆様のご来場お待ちしています～

大原文化センターギャラリー通信

　この像は荻原行元寺の本尊として安置されていま
す。像高９７ｃｍ、ヒノキ材の一木造りで、両腕と
足先は別材で接

は

ぎ、表面は黒
　くろうるし

漆地
じ

漆
しっ

箔
ぱく

仕上げで、来
らい

迎
ごう

印
いん

（注）を結んでいます。
　温和な面

めんぼう

貌、浅く柔らかな彫りによる定着化した
衣
え も ん

文、ゆるやかな曲面による肉取りなど、平安後期
の典型的な定

じょうちょう

朝様
よう

如
にょらい

来 形
ぎょう

立
りゅうぞう

像の特色を示していま
す。後頭部の螺

ら

髪
ほつ

が同心円状に刻まれていますが、
同時代の如来像にこうした例は見られず、本像独自
の特徴として注目されます。全体の丸みの強いふく
よかな肉づけに、作者の堅実な技量がうかがえます。
　寺伝によれば、平安末期に当寺を再興した、平重
盛の守り本尊であったとされますが、京都辺りの中
央作とみられ、平安後期の仏像の様式を知るうえで、
貴重な作例です。

（注）右手を上げて左手を下げて共に
手の平を前に向け、それぞれの手の
親指と人差し指（または中指、薬指）
で輪を作る。信者の臨終に際して、
阿弥陀如来が西方極楽浄土から迎え
に来る時の印

いんぞう

相である。
所 在 地　いすみ市荻原２１３６

（行元寺の一般公開は、土・日・祝日のみ、拝観料
１人 500 円、４人以上１９人までは１人４００円、
２０人以上は１人３００円）
問合せ先　いすみ市郷土資料館　☎８６－３７０８ 

いすみ市文化財散歩
第５６回  木

もくぞう

造阿
あ み だ

弥陀如
にょらい

来立
りゅうぞう

像
（県指定文化財）

「いすみ市職員派遣講座」を
実施します

　市では、市民の学習機会の充実を図り、市民と
行政による協働のまちづくりを推進するため、市
の職員を講師として派遣し、市政に関する情報を
提供する「いすみ市職員派遣講座」を実施します。

平成２８年度いすみ市職員派遣講座メニュー

　お申し込みは、１０名以上からとなります。詳
細は、下記へお問い合わせいただくか、市のホー
ムページをご覧ください。

問合せ先　大原庁舎（３階）　生涯学習課
　　　　　生涯学習班　☎６２－２８１１

講座番号 講座名 説明時間
１ 情報公開制度について ３０分
２ 個人情報保護制度について ３０分
３ 地縁団体の認可制度について ３０分
４ 災害に備えて ６０分
５ 「避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）」について ２時間
６ ふるさと納税について ３０分
７ いすみ市の地方創生について ３０分
８ いすみ市のロケ誘致について ３０分
９ 空き家バンクについて ３０分
１０ いすみ市の税金について ４５分
１１ 健康づくりについて ６０分
１２ 生涯学習の主な事業について ３０分
１３ 生活保護制度について ４０分
１４ 農林業の振興について ３０分
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子ども芸能祭の参加者募集！
　お囃子や歌、ダンスなど、市内の子ども達の日
頃の活動成果を発表する場として、今年度も「子
ども芸能祭」を開催します。大きな舞台で発表し
てみたい子ども達やその団体を募集します。ジャ
ンルは問いません。

【開催日時・場所】
平成２９年２月２６日（日）１３時開演（予定）
岬ふれあい会館　文化ホール

【募集内容】
舞台発表ができる市内小・中学生

【応募方法】下記までご連絡ください。
※申込者が多数の場合等、応募状況により全員が出
演できない場合がありますのでご了承ください。
※発表の舞台設定については、応募者の状況によ
り制約があることがあります。

【募集締切】　９月３０日（金）
問合せ先　大原庁舎（３階）生涯学習課
　　　　　生涯学習班　☎６２－２８１１

第２５回 みずほ祭り
日時　６月５日（日）１０時～１４時
場所　みずほ学園内
内容　バザー、オークション、模擬店（焼きそば、

カレーライス　他）、抽選会、ビンゴゲーム、
施設の作品販売（花、食品など）

※バリアフリーのトイレがありませんので、来場
の際はご容赦ください。

問合せ先　社会福祉法人いちょうの里　みずほ学園
　☎７６－４３２１　担当：村上

日時　５月２６日（木）１３時～１９時
　　　　　２７日（金）・２８日（土）１０時～１９時
　　　　　２９日（日）１０時～１８時
場所　大多喜ショッピングプラザ　オリブ
内容　障害を持つ方々の作った作品の展示、販売

（織物マット、手芸品、木工品、工芸品、
花苗《ペチュニア・マリーゴールド・サル
ビアなど約１５種》）

問合せ先　社会福祉法人いちょうの里　みずほ学園
　☎７６－４３２１　担当：村上

第３３回 わくわくショップ開催

「初めての短歌教室」開催
毎日の生活を短歌にしてみませんか。
だれでもできる短歌を優しく説明します。
お気軽にご参加ください。
日時　６月７日（火）　１０時～１２時
場所　大原文化センター２階　研修室
講師　一般社団法人　倫理研究所
　　　専任研究員　甲斐　靖幸
参加費　無料
主催　家庭倫理の会いすみ市
申込・問合せ先
家庭倫理の会いすみ市
☎０４７５－７０－７１８０（嶋田）

平成２８年度 家庭倫理講演会
「いのち」の輝き
～家庭倫理の会いすみ市は

「健全で和やかな家庭づくり」を推進しています～

日時　５月２９日（日）　１４時～１５時４０分
会場　大原文化センター
講師　一般社団法人　倫理研究所　湯朝　安代
主催　一般社団法人　倫理研究所
後援　文部科学省　いすみ市教育委員会　
問合せ先　家庭倫理の会いすみ市
　　　　　☎６２－０７３９（藤枝）

子山ホームバザーの日程が変わります
広報いすみ４月号でお知らせした子山ホームバザーは、都合により５月２８日（土）に変更となりました。
皆さまのご来場をお待ちしています。場所は農村環境改善センターです。
問合せ先　☎６２－２３２５（藤巻）

　市内で生産された優良な農林水産物や製造された
加工品等を「いすみブランド」として認定する「第
３回いすみ市いすみブランド認定委員会」を下記の
とおり開催します。
　いすみブランドは認定基準に基づく審査があり、
認定されたいすみブランドは認定品ロゴマークを使
用し、県内外の消費者へ広くＰＲすることが可能と
なります。
　いすみブランド認定をご希望の事業者は、下記期
限までに申請をしてください。

認定申請期限
　５月２０日（金）
認定委員会日時
　５月２７日（金）１３時～

問合せ先　
　大原庁舎（３階）水産商工観光課　商工水産班　
　☎６２－１１１９

いすみ市いすみブランド
認定品を募集します　
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「千葉県いすみ環境と文化のさと」のイベント
センター内ホタルの水路で生きものを探そう

日時 ５月５日（木）１０時～１２時　 ※雨天中止

内容 やがてゲンジボタルの舞う水路で、水辺の生きものを観察しよう！
持ち物：水の中で履く靴（サンダル不可）、汚れてもよい服装

岩船で磯の生き物観察をしよう
日時 ５月８日（日）９時３０分～１２時３０分　 ※雨天中止

内容 磯にはどんな生き物がいるかな？観察しよう！　場所：いすみ市岩船の磯　持ち物：飲物、
水の中で履く靴（サンダル、長靴は不可）、軍手、帽子

落花生の栽培体験をしよう
日時 ５月１４日（土）１０時～１２時　 定員８家族　※小雨決行　（参加費　600 円）

内容
花が地面に潜って実になる落花生を栽培。秋に収穫し試食しよう！
※収穫は１０月１０日９時３０分～１２時３０分を予定（栽培と収穫に参加できる方対象）
持ち物：長靴、作業できる服装、軍手　※必要条件　各自、適宜の観察と草取りをお願いします。

太東の岬で海辺の自然を観察しよう
日時 ５月２２日（日）９時３０分～１２時　 ※雨天中止

内容 太東の岬周辺を歩いて、海辺の自然（植物・地質など）を観察しよう。
場所：太東岬周辺 　持ち物：飲物、歩きやすい服装

定員・対象・費用 20 名・小学生以下保護者同伴・参加費の記載が無いものは無料
集合場所 千葉県いすみ環境と文化のさとセンター

申込・問合せ先 千葉県いすみ環境と文化のさとセンター（いすみ市万木 2050）☎ 86–5251　FAX86–5252
ホームページ http://www.isumi-sato.com　※行事への参加は事前申込制です

　夷隅体験の旅２０１６
　夷隅地域の歴史や郷土食、自然を “体験 ” できる２つのバスツアーを開催します。
⑴歴史、郷土食体験ツアー　６月２５日㈯
⑵自然の恵み体験ツアー　　７月３０日㈯
募集人数　各ツアー　３０名　※要事前申込（１組４名まで申込可）申込多数の場合は抽選となります。
参 加 費　無料（自然の恵み体験ツアーでは、昼食代 2 , 0 0 0 円お子様 1 , 0 0 0 円は自己負担となります。）
申込期間
　①歴史、郷土食体験ツアー ５月２３日㈪～６月８日㈬必着
　②自然の恵み体験ツアー　 ６月２７日㈪～７月１３日㈬必着
申込方法　往復はがき、ＦＡＸ、インターネットのいずれかにより申込。詳しくは下記へお問合せください。

　夷隅スタンプラリー２０１６
　夷隅地域の観光スポットを巡り、チーバくんスタンプを押しちゃおう！ご応募いただいた方の中から抽選で、
夷隅地域の特産品やチーバくんグッズをプレゼント。スタンプ台紙は、スタンプ設置場所や夷隅地域振興
事務所のＨＰ等から入手できます。

スタンプ設置期間　６月１５日㈬～８月３１日㈬
スタンプ設置場所　勝浦市、いすみ市、大多喜町、御宿町の観光施設　全１６箇所。
応募締切　９月１２日㈪（必着）

申込・問合せ先　〒２９８－０２１２　夷隅郡大多喜町猿稲 14　
　　　　　　　　千葉県夷隅地域振興事務所地域振興課　☎　８２－２２１１　ＦＡＸ　８２－４１６４

平成２８年度県民の日夷隅地域行事
夷隅体験の旅２０１６， 夷隅スタンプラリー２０１６
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　水道は、私たちの暮らしに欠くことはできない大切なライフラインです。市では、皆さんが安心して
ご利用いただける、衛生的でおいしい水をお届けしていくため、定期的な水質検査の実施をはじめ、ダ
ムや浄水場などの維持管理に努めています。

≪市営水道をご利用ください！≫
　健康で快適な日々を送るためにも、良質で安全な「水道水」を積極的にご利用ください。
　量水器取付け予定位置まで工事が済んでいるご家庭では、宅地内の配管工事を行い、市営水道のご利
用をお願いします。
　工事の申請は、市指定水道工事店へお申込みください。

水道メーターの取替えを実施しています
　市の委託した業者がお客様宅へ伺い、宅地内へ立ち入りさせていただき作業を行います。取り替える
際に、お客様の費用負担はありません。委託業者へは市から身分証明書を交付していますので、ご確認
ください。

問合せ先　大原庁舎（３階）水道課　☎６２－１３８４

　千葉県後期高齢者医療広域連合では、下記の方を対象に、歯科健診を実施します。

対 象 者　昭和１５年４月２日～昭和１６年４月１日生まれの千葉県後期高齢者医療被保険者の方
実施期間　６月１日（水）～１０月３１日（月）
費　　用　無料　※健診後の治療に要する費用は有料となります。
健診項目　○口腔診査	 ・歯と歯肉の状況（むし歯、歯肉の炎症、かみ合わせなど）
	 ・口腔機能の状況（舌の動き、物を飲み込む力など）
　　　　　○口腔衛生指導	 ・むし歯、歯周疾患の予防法など
健診の受け方
　対象者の方には、市から５月中にみどり色の案内通知（受診票）が送付されます。
　健診を希望される方は、健診協力医療機関に直接予約をして受診してください。
　※受診は期間中に限り、１人１回となります。受診の際には被保険者証、受診票が必要となります。
対象医療機関　　千葉県歯科医師会会員の健診協力医療機関
　※対象医療機関の確認については市民課　後期高齢年金班へお問い合わせください。

問合せ先
　千葉県後期高齢者医療広域連合　給付管理課 給付第１班 ☎０４３－２１６－５０１３
　受診票発行に関する問合せは、大原庁舎　（１階）市民課　後期高齢年金班　☎６２－１１１５

《平成２８年度保険料率について》
　協会けんぽは、主に中小企業で働く方やそのご家族が加入されている健康保険で、全国に約 3,700 万
人（千葉支部は約 80 万人）の加入者がいます。
　平成２８年度の協会けんぽ千葉支部の健康保険料率については、本年３月分（４月納付分）より現
状の 9.97％から 9.93％に引き下げとなります。一方、介護保険料率（全国一律）については、現状の 1.58％
から変更はありません。
　協会けんぽの健康保険料率は、加入者の皆様の医療等に基づき、都道府県ごとに設定されています。
協会けんぽ千葉支部では、健診の推進やジェネリック医薬品の普及促進など、医療費の適正化に向け
た取り組みを更に進めてまいりますので、今後とも皆様のご理解・ご協力をお願い申し上げます。

【問合せ先】☎０４３－３０８－０５２２　協会けんぽ千葉支部　企画総務グループ

６月１日（水）～７日（火）は水道週間です！！
～ じゃ口から  安心とどけ  未来まで ～

歯科口腔健康診査（歯科健診）を受診しましょう

全国健康保険協会（協会けんぽ）千葉支部からのお知らせ
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お詫びと訂正

行政書士相談会を開催します
日　時　５月２９日（日）　１０時～１６時
場　所　岬公民館　第一研修室
費　用　無料
相談内容
　（１）遺言や相続に関すること
　（２）金銭や不動産の賃借に関すること
　（３）離婚や養子縁組などの家族問題に関すること
　（４）成年後見制度や老後の財産管理に関すること
　（５）クーリングオフに関すること
　（６）そのほか役所への手続きや各種書類作成に
　　　  関すること
※当日の相談は予約制ではありません。
　当日お越しになれない方には、電話による相談も
お受けします。

問合せ先
　千葉県行政書士会長夷支部
　☎０４７５－４４－４６２２（二階堂）

労働職業病なんでも相談会
を開催します

平成２８年度千葉県介護支援専門員
実務研修受講試験の実施について

日時・会場
 ５月１４日（土）　１３時～１６時　柏市中央公民館
 ６月２５日（土）　１３時～１６時　
　　　　　　　　　千葉市中央コミュニティセンター
 ７月３０日（土）　１３時～１６時 成田市中央公民館
対応者	 弁護士、労働安全衛生管理者、
　　　　　ソーシャルワーカー　他
費　用	 無料　　※予約は不要です。
問合せ先	 千葉中央法律事務所
	 ☎０４３－２２５－４５６７

試験日時　１０月２日（日）１０時～１２時
受験資格　医療・保健・福祉分野の有資格者などで
一定期間以上の実務経験のある方

申込書配付期間　５月２５日 ( 水 ) ～６月３０日（木）
申込書配布場所　各市町村介護保険担当課、各市町
村社会福祉協議会、県高齢者福祉課、各県健康福
祉センター、県社会福祉協議会、県福祉人材セン
ター（ＪＲ千葉駅前）

申込受付期間
　５月２５日（水）～６月３０日（木）
　最終日消印有効　※簡易書留による郵送受付のみ
申込・問合せ先
　千葉県社会福祉協議会　介護支援専門員養成班
　〒 260−8508　千葉市中央区千葉港４－３
　☎　０４３－２０４－１６１０
　FAX　０４３－２４１－５１２１
　ホームページ　http://www.chibakenshakyo.com/

○農業経営体育成セミナー受講生募集
　夷隅農業事務所では、６月下旬に開講を予定し
ている「農業経営体育成セミナー」の受講生を募
集します。募集対象者はおおむね３５歳までの農
業後継者・新規就農者等です。
農業経営者として必要な能力の取得と仲間づくり
を目的とし、月１回程度（講義・実習・視察等）
で３年間のカリキュラムとなっています。

○いすみ農業実践塾受講生募集
　農地を有しており、販売目的の営農を目指す主
に定年帰農者やＵターン就農者等（３６歳からお
おむね６５歳までの方）を対象に研修会を開催し
ます。期間は１年間で、農業の基礎的知識や栽培
技術を学びます。

○受講料はいずれも無料です
　（視察等に係る経費は一部実費負担）。
○締切　５月２０日（金）
○申込・問合せ先　千葉県夷隅農業事務所　改良
普及課　☎８２－２２１３

　広報４月号（１４貢）に掲載した記事内に、次の
とおり誤りがありましたので訂正し、お詫び申し上
げます。
（誤）	 商工水産班　　　　６２－１２４３
	 移住・創業支援班　６２－１１１９
（正）	 商工水産班　　　　６２－１１１９
	 移住・創業支援班　６２－１３３２

第４回親塾セミナーを開催
　子どもの自立のために、親は何ができるのだろ
うか・・・。若者たちがどんな考えや気持ちでい
るのかを理解し、保護者を含め大人が知っておく
べき若者への接し方や声かけの方法から、親子の
関係修復、就労サポートまで悩みの解決方法を伝
授します！
日　時：５月２８日（土）１３時～１５時３０分
場　所：茂原市役所　市民室
参加費：無料
※予約制ですので、お電話、FAX、mail にて
　お申込みください。
申込期限：５月２３日（月）

[ 申込・問合せ先 ]
ちば南東部地域若者サポートステーション
開所時間：９時～１７時（土日・祝日除く）
☎ /FAX：０４７５－２３－５５１５
E-mail:nanto.saposute@guitar.ocn.ne.jp
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防犯カメラで安心な生活を。
家の警備は万全ですか？！

見積り受け賜ります。

◆
課
長
級

＊
総
務
課
長
（
環
境
保
全
課
長
）
永
野
正
晴

＊
財
政
課
長
（
建
設
課
長
）
関　

浩
久 

＊
危
機
管
理
課
長
（
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
事
務
局
長
）
藤
平　

功 

＊
企
画
政
策
課
長（
危
機
管
理
課
長
）三
上
耕
一

＊
市
民
課
長
（
国
保
国
吉
病
院
組
合
事
務
局
長
）

加
増
利　

貢 

＊
環
境
保
全
課
長
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

正
木
俊
之 

＊
農
林
課
長
（
企
画
政
策
課
長
）
関　

静
男

＊
水
産
商
工
観
光
課
長（
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
）

荘
司
義
弘 

＊
建
設
課
長
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
）

 　

田
邉
和
幸 

＊
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
財
政
課
長
）

峰
島
宗
利

＊
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長（
商
工
観
光
課
長
）

黒
須
美
智
雄 

＊
夷
隅
地
域
市
民
局
長
（
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
長
）
吉
野
政
道

＊
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
事
務
局
長

（
夷
隅
地
域
市
民
局
長
）
今
関
行
雄 

◆
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

＊
（
総
務
課
長
）
森　

勝
則 

＊
（
市
民
課
長
）
横
山
俊
寿 

＊
（
農
林
水
産
課
長
）
関　

平
治

問
合
せ
先　

大
原
庁
舎
（
２
階
）　

総
務
課

　

総
務
班　

☎
62

－

１
１
１
１

◆
校
　
長

〈
市
外
よ
り
〉	・
浪
花
小
学
校　

府
川
弘
子
（
大
多
喜
町
立
西
小
学
校
）

	
	

・
中
根
小
学
校　

市
川
康
博
（
勝
浦
市
立
郁
文
小
学
校
）

〈
昇
任
〉	

・
千
町
小
学
校　

藤
平
秀
二
（
大
原
小
学
校
）

	
	

・
東　

小
学
校　

吉
野
修
通

　
（
県
東
上
総
教
育
事
務
所
夷
隅
分
室
）

　
　
　

	

・
古
沢
小
学
校　

野
口　

宏
（
千
町
小
学
校
）

　
　
　

	

・
布
施
小
学
校　

吉
野
康
彦
（
御
宿
町
教
育
委
員
会
）

〈
退
職
〉（
３
月
31
日
付
）

	
	

・
千
町
小
学
校　

吉
田
幸
司

	
	

・
浪
花
小
学
校　

中
村
新
惠

	
	

・
東　

小
学
校　

鵜
沢
正
則

	
	

・
中
根
小
学
校　

渡
邉
康
志

	
	

・
古
沢
小
学
校　

田
邉
厚
子

	
	

・
布
施
小
学
校　

前
森　

勤

◆
教
　
頭
　

〈
市
内
〉	

・
い
す
み
市
教
育
委
員
会　

尾
後
貫
公
一（
国
吉
中
学
校
）

	

　
　

	
・
大
原
小
学
校　

田
辺　

靖
（
太
東
小
学
校
）

	

　
　

	
・
国
吉
中
学
校　

𠩤
田
和
德
（
長
者
小
学
校
）

〈
市
外
へ
〉	
・
県
東
上
総
教
育
事
務
所
夷
隅
分
室　

佐
久
間
藤
恵　

（
東
海
小
学
校
在
籍
）

	
	

・
県
東
上
総
教
育
事
務
所
夷
隅
分
室　

小
髙　

太

　
（
大
原
中
学
校
在
籍
）

〈
市
外
よ
り
〉	・
千
町
小
学
校　

吉
野　

守
（
御
宿
町
立
御
宿
中
学
校
）

	
	

・
東
海
小
学
校　

芝
﨑
久
男
（
勝
浦
市
立
興
津
小
学
校
）

	
	

・
長
者
小
学
校　

菰
田
和
永
（
勝
浦
市
立
総
野
小
学
校
）

	
	

・
太
東
小
学
校　

宮
﨑
千
代
美
（
御
宿
町
立
御
宿
小
学
校
）

	
	

・
大
原
中
学
校　

海
老
根
道
昭
（
勝
浦
市
立
清
海
小
学
校
）

	
	

・
御
宿
町
布
施
学
校
組
合
教
育
委
員
会　

江
澤
利
之

（
布
施
小
学
校
在
籍
：
県
東
上
総
教
育
事
務
所
夷
隅
分
室
）

〈
昇
任
〉・
勝
浦
市
立
興
津
小
学
校　

清
水
明
彦
（
長
者
小
学
校
）

　
　
　

・
勝
浦
市
立
豊
浜
小
学
校　

小
高
正
広　
（
岬
中
学
校
）

※
４
月
１
日
付
（　

）
内
は
前
任
校
等

【
問
合
せ
先
】
い
す
み
市
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

☎
62

－

３
６
２
１

教
育
委
員
会
委
員

の
異
動
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
い
す
み
市

議
会
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
議
会
の
同
意

を
得
て 

押
塚　

尚 

氏

が
教
育
委
員
会
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
28
年

４
月
１
日
か
ら
４
年
間

で
す
。

 【
教
育
委
員
会

 

委
員
構
成
】

委　

員　

長　

太　

田　

防　

夫

職
務
代
理
者

赤　

羽　

良　

明

委　
　
　

員
押　

塚　
　
　

尚

委　
　
　

員　

松　

本　
　
　

勲

教　

育　

長　

鈴　

木　
　
　

智

市
役
所
課
長
職
の
人
事
異
動

小
中
学
校
管
理
職
の
異
動

４
月
１
日
付
（　

）
内
は
旧
職



広報　　　　  2016.5 26

「いすみ鉄道草とり
　ボランティア」を募集

問合せ先　原　☎８６－４２１６

５ 月 実 施 予 定 表
日　　時 場　　所

　５日㈭１０時～ 上総中川駅
１４日㈯１４時～ 国吉駅
２１日㈯１４時～ 上総東駅

６ 月 実 施 予 定 表
日　　時 場　　所

　２日㈭　７時～ 上総中川駅
１１日㈯１６時～ 国吉駅
１８日㈯１６時～ 上総東駅

　いすみ鉄道駅構内などの草とりを行っ
てくれるボランティアを募集しています。
　作業内容などの詳しい内容は、お問合
せください。（作業は１時間位、雨天中止）

音
羽
俳
句
会

【５月の各種相談】
日　　　　時 場　　　　所 問　合　せ　先

行 政 相 談
23日㈪　１３時３０分～１６時 農村環境改善センター

大原庁舎（2階）総務課
６２－１１１１25日㈬　１３時３０分～１６時 ふれあいセンター

27日㈮　１３時３０分～１６時 岬ふれあい会館

心配ごと相談

2日㈪・9日㈪・1 6日㈪・2 3日㈪
１３時３０分～１６時 農村環境改善センター

いすみ市社会福祉協議会
大原出張所
６０－４１１１

1 1 日㈬・1 8 日㈬・2 5 日㈬
１３時３０分～１６時 ふれあいセンター

いすみ市社会福祉協議会
夷隅出張所
８６－４５７８

6 日㈮・13 日㈮・20 日㈮・
27 日㈮　１３時３０分～１６時 岬ふれあい会館 いすみ市社会福祉協議会

８７－８８５７

結 婚 相 談 1 2 日㈭、2 6 日㈭　
１３時３０分～１６時 農村環境改善センター

いすみ市社会福祉協議会
大原出張所
６０－４１１１

消 費 生 活
苦 情 相 談 17 日㈫　１３時３０分～１５時 市役所（大原庁舎３階）第 1会議室

大原庁舎（3階）
水産商工観光課
６２－１１１９

交通事故相談 １０日㈫　１０時～１５時 市役所（大原庁舎１階）
２０２会議室

大原庁舎（2階）
危機管理課
６２－２０００
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おもな行事（５月）
開　催　日 行　事　名 場　　所 問合せ先

毎週日曜 港の朝市 大原漁港内荷捌き所、
大原漁港駐車場 電話62−1191（港の朝市運営委員会）

５月３日（火・祝） 第２７回万木城まつり 万木城跡公園 電話62−1243（水産商工観光課）
５月４日（水・祝） 第１０回太東埼燈台まつり 太東埼燈台 電話090−7909−5726（太東埼燈台クラブ事務局 成澤）
５月５日（木・祝） 第８回いすみこども祭り 大原文化センター 電話63−1919（子山こども家庭支援センター）
５月１４日（土）、１５日（日）、
２１日（土）、２２日（日）

サーフタウンフェスタ
2016

太東ビーチパーク、
三軒屋海岸

電話87−5521（サーフタウンフェスタ実行
委員会）

防災行政無線の内容確認
防災行政無線の内容を電話で確認できます

☎６２−８０００

休日在宅医テレホンサービス
夷隅医師会

☎６３−０４１１
９時〜１７時

火 災 件 数
救 急 件 数
    交通事故
 　急　　病
 　そ　の　他

2 件( 12 件 )
191 件( 571 件 ) 

12 件( 38 件 )
121 件( 369 件 )

58 件( 164 件 )

大原消防署　８０－０１３７
岬　分　署　８０－０１３８
夷 隅 分 署　８０－０１３９

ダイヤル１１９ 3 月中

(　) 内は 1 月からの累計

市の人口

4 月 1 日現在

　　　　　　　　 （　）内は前月比
出生 27 人　死亡 41 人（3月中届出）
※平成 24 年 7 月分から外国人住民も

含まれています。

世帯数 16,865 戸  　（＋ 4 戸）
人 口 39,762 人（ー 138人）

男 19,515 人 　（ー 94人）
女 20,247 人　 （ー 44人）

24時間健康相談ダイヤル
●24時間365日対応の救急医療情報案内

0120-143-251フリーダイヤル

※非通知設定では通話できません。
　（いすみ市・勝浦市・御宿町・大多喜町住民専用）
実施：夷隅郡市広域市町村圏事務組合

発生件数

死者数

負傷者数

28 件 ( 48 件 )

0 人 ( 0 人 )    

32 人 ( 55 人 )

(　) 内は 1 月からの累計

〜思いやる 心ひとつで 事故はゼロ〜

交通事故発生状況 3 月中

「粗大ごみ」の収集
高齢者や直接クリーンセンターへ搬入するための車両をお持ちでない世帯を対象に粗大ごみを戸別に収集しています。
収集料金は１㎏あたり１５円（直接クリーンセンターへ搬入（持込み）した場合は、１kgあたり５円）です。

◎５月の申し込み地区（６月収集）
収　　集　　地　　区 問合せ・申込み先 電　話　番　号 収集予約締め切り日

東海・東地区 大原クリーンセンター ６２－３９４２ 5 月 25 日

問合せ先　いすみクリーンセンター　☎８６−３７２１／大原クリーンセンター　☎６２−３９４２

◎ごみ収集日程については、「ごみ収集予定表」を、分別方式については、「家庭ごみの分け方・
出し方」をご覧ください。（お持ちでない場合は市役所各庁舎内で配布しています。）

■日曜・休日・夜間の当番医案内 消防本部警防課情報通信係へお問い合わせください。
☎８０－０１１９　ＦＡＸ８２－５０００
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ガスの事、水回りの事なら
なんでも当店へお任せ下さい !!

プロパンガス・石油・システムキッチン・システムバス・トイレ
浄化槽・冷暖房・井戸工事・太陽熱温水・太陽光発電・風力発電

（有）キミヅカ  いすみ市岬町椎木1762
 T E L  0470 ー 87ー 2761（代）

いすみ市指定給水装置工事事業者（第１号）

合併浄化槽転換工事（補助金付）
〜無料相談受付中〜

開催日時　毎週日曜日　８時～１２時
会　　場　大原漁港荷捌所【第一・第三日曜日】
　　　　　大原漁港駐車場【上記以外の日曜日】
※連休中の特別開催につきましては、港の朝市の

ホームページまたは下記までお問い合わせくだ
さい。

問合せ先　港の朝市運営委員会（いすみ市商工会）
　　　　　☎６２－１１９１

【夷隅・大原・岬公民館 休館日のお知らせ】

２日（月）、６日（金）、９日（月）、１０日（火）、１１日（水）、１２日（木）、

１６日（月）、２３日（月）、３０日（月）
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郷土資料館だより

こどもの日は、親子で「いすみこども祭り」においでよ！
いろんな“たいけん”ができる、手づくりのお祭りだよ。

日時　５月５日（木・祝）１０時～１６時
場所　大原文化センター

【主な内容】 　
・「いすみっ子」によるダンス、「ラボ・ボランティアグループ」

による英語と歌とダンス、ショートミュージカル「さっちゃ
んの夢冒険」ほか。

・じゃんけん大会でオオクワガタをゲットしよう！

　今年は２０２０年のオリンピックの開催地誘致
に向けて新たにアマチュアショートボードコンテ
ストも開催。その他、ステージイベント、ビーチ
イベントなど例年にも増して盛りだくさんのイベ
ントで皆さまをお待ちしています。

期　　間　5 月 14 日（土）、15（日）、21（土）、22（日）
会　　場　太東ビーチパーク・三軒屋海岸
主　　催　サーフタウンフェスタ実行委員会
問合せ先　☎８７－５５２１
　　　　　詳しくは http://www.surftown.jp/

期　　間　開催中～６月２６日（日）
開館時間　９時～１６時３０分
休  館  日　5/6、月曜日
問合せ先　いすみ市郷土資料館 ☎８６－３７０８

企画展「三浦ひろみ・中村妃佐子　日本画展」

　日本画家の三浦氏と中村氏の花や動物を描いた
作品を展示しています。

※ギャラリートーク　5/1、5/22 14 時〜

第８回いすみこども祭り
～いすみっ子  すこやか育ち  みんなで守ろう～

サーフタウンフェスタ２０１6 毎週日曜日は大原漁港
「港の朝市」に

ぜひお越しください！

主催　いすみ・こども祭り実行委員会　　問合せ先　子山こども家庭支援センター　☎６３－１９１９

月
下
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画


